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人間とLkの尊厳を認めよう

（21－－－－－「

い
じ
め
、
体
罰

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
、
同
和
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
人
権
問

題
が
表
面
化
し
て

い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
問
題
は
、
一

人
一
人
の
考
え
方

の
違
い
や
集
団
心

理
的
な
作
周
に
よ

っ
て
生
じ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う

し
た
差
別
や
虐
待

は
、
同
じ
人
間
で

あ
る
以
上
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
、
も
っ
と
人

権
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
幸
福
な
人
生
を

送
る
た
め
　
に

人
権
と
は
、
一
口
に
い
え
ば
、
「
日

々
の
生
活
の
中
で
、
よ
り
幸
福
な
人
生

を
送
る
た
め
に
、
人
間
と
し
て
も
っ
て

い
る
当
然
の
権
利
」
と
い
え
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
「
自
分
の
権
利
は
主
張
し
、

相
手
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
相

手
の
権
利
は
認
め
な
い
」
と
い
う
よ
う

な
最
近
の
風
潮
は
、
少
な
か
ら
ず
他
人

の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
意
識
せ
ず
に
や
っ
た
こ
と
だ
」

と
言
っ
て
も
、
相
手
の
心
に
は
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
傷
と
な
っ
て
残
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
、
「
他
人
に
も
人
権
が

あ
り
、
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
権
利

は
、
他
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
義
務
と

論
理
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う

人
権
の
基
本
を
、
一
人
一
人
が
自
覚
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
言
葉
を
換
え
れ

ば
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
る
こ

と
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は

人
権
擁
護
機
関
へ

こ
う
し
た
人
権
尊
重
の
考
え
を
世
界

中
に
広
げ
よ
う
と
、
臓
和
二
十
一
二
年
十

二
月
十
日
に
、
国
連
で
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
の
反
省
か
ら

世
界
の
平
和
の
た
め
に
は
国
際
的
な
人

権
保
障
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
四
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
を
、
国
連
は
「
人

権
デ
ー
（
ロ
u
官
営
R
i
g
h
粛
e
a
y
）
」
と

定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日

ま
で
の
一
週
間
を
　
「
人
権
週
間
」
　
と

し
、
期
間
中
に
は
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
座
談
会
な
ど
が
開
か
れ
、
人
権

思
想
の
理
解
を
広
げ
る
努
力
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
人
権
に
関
す

る
相
談
業
務
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
相

談
は
法
務
省
が
設
け
て
い
る
人
権
擁
護

機
関
で
受
け
付
け
て
く
れ
ま
す
。
こ
の

機
関
は
法
務
局
、
地
方
法
務
局
、
支
局

そ
し
て
全
国
の
市
区
町
村
に
約
一
万
二

千
人
い
る
人
権
擁
護
委
員
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
の
悩
み

事
な
ど
を
、
お
気
掻
に
ご
相
談
く
だ
さ

い。

緯
投
入
権
相
識
所
を
開
設

●
日
　
時
　
1
2
月
1
2
日
　
1
3
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
公
民
館
別
館

（
心
配
ご
と
相
談
と
合
同
）

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

福
祉
年
金
証
書
を
交
付
し
て
い
ま
す

八
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
老
齢

福
祉
年
金
証
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

受
給
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
先
に
お
渡

し
し
た
国
民
年
金
証
書
保
管
柾
と
年
金

随
喜
に
相
和
し
て
あ
る
印
鑑
を
持
っ
て

役
場
国
保
年
金
係
で
十
一
月
三
十
日
ま

で
に
年
金
証
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。十

二
月
期
の
支
払
い
は
、
指
定
郵
便

局
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
注
　
意

①
代
理
人
が
年
金
証
書
の
交
付
を
受

け
る
場
合
は
、
保
管
証
の
委
任
状
の

欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
押
即
し
て

く
だ
さ
い
。

②
保
管
証
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

原
爆
被
爆
者
ガ
ン
検
診

福
岡
県
で
は
、
被
爆
者
の
ガ
ン
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
項
目
は
、
①

胃
ガ
ン
⑪
肺
ガ
ン
③
乳
ガ
ン
④
子
宮
ガ

ン
⑤
多
発
性
骨
髄
腫
の
五
項
目
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
各
検
診
と
も
年
一
回

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
ン
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
旗
が

大
切
で
す
。
進
ん
で
受
診
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
遠
賀
保
健
所
へ

水
巻
町
大
字
吉
田
2
3
6
2
－
1

＄

（

2

0

1

）

4

1

6

1

福
岡
県
婦
人
就
業
穀
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術
　
講
　
習
　
会

●
科
　
目
　
ワ
ー
プ
ロ

●
期
　
日
　
昭
和
蝕
年
1
月
m
日
～
2

月
8
日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎

週
火
～
土
曜
日
）

●
時
　
間
　
1
0
時
～
1
6
時

●
揚
　
所
　
北
九
州
勤
労
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
パ
レ

ス
）
小
倉
北
区
井
堀
5
丁
目

●
定
　
員
　
2
0
人

●
受
講
料
　
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
は

受
話
者
負
担

●
申
込
方
法
　
1
2
月
1
2
日
・
1
3
日
の
両

日
9
時
～
1
7
時
に
鰭
話
で
申

し
込
み
、
申
し
込
み
時
に
面

接
日
を
指
定
、
面
接
後
選
考

●
申
込
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
節

鶉
支
所

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号

舘

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

商
　
工
　
会

ワ
ー
プ
　
ロ
教
室

●
期
　
日
　
1
2
月
5
・
6
日
の
2
日
間

●
時
　
間
　
・
昼
の
部
　
1
3
時
～
1
6
時

・
夜
の
部
　
1
8
時
～
2
1
時

●
揚
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会
館

●
内
　
容
　
機
器
の
操
作
、
文
書
入
力

・
作
成
な
ど
初
心
者
向
け
の

講
習

●
定
　
員
　
昼
・
夜
各
豹
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
講
　
師
　
九
州
情
報
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
指
導
員

●
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
商
工
会

館

（

2

9

3

）

0

1

6

5

看
護
高
等
等
修
学
校

生
　
徒
　
募
　
集

●
募
集
人
員
　
傭
人

●
修
業
年
限
　
2
カ
年

●
入
学
資
格
　
中
学
卒
業
ま
た
は
高
校

卒
業
以
上
で
心
身
共
に
健
康
な
人

●
試
験
日
と
願
書
受
付
期
間

・
一
次
試
験
　
2
月
1
5
日
（
水
）

願
書
受
付
1
月
9
日
～
2
月
1
3
日

・
二
次
試
験
　
3
月
1
5
日
（
水
）

願
書
受
付
3
月
6
日
～
3
月
1
4
日

●
そ
の
他

合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
旗
機
関
に

就
職
し
、
看
護
助
手
と
し
て
働
き
な
＼



遼寧笠＿　　　南＿＿＿

広報あんが

1
1
月
2
6
日
～
1
2
月
2
日

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
、
全
国
一
斉

秋
の
火
災
予
防
連
動
が
始
ま
り
ま
す
。

遠
賀
町
消
防
団
で
は
、
十
一
月
二
十

七
日
の
午
前
九
時
か
ら
消
防
自
動
車
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か

け
ま
す
。

火
の
用
心
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
接
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

③
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

⑧
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い。
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
膨
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
さ
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
、
午
前
七

時
と
午
後
八
時
の
二
回
、
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

名
幹
事
の
条
件
で
す

受
け
取
っ
て
ま
す
か

公
給
領
収
証

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
飲
食
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
そ
の
と
き
め
な
た
は
領
収
書
を
受

け
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
飲
食
代
金
を

支
払
っ
た
と
き
に
は
必
ず
公
給
領
収
柾

（
県
が
店
に
交
付
し
て
い
る
も
の
）
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

若
松
財
務
事
務
新
　
聞
税
課
へ

㊨
（
7
6
1
）
4
0
2
6

遠

賀

町

教

育

委

員

会

委

員

の

任

命

町
教
育
委
員
会
委
員
二
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
委

員
に
田
代
勝
次
氏
と
大
貝
忠
男
氏
（
再
任
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た。
な
お
、
教
育
長
に
は
大
員
忠
男
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
教
育
委
員
会
委
員

昭
和
6
3
年
Ⅱ
月
日
日
任
命
　
　
　
　
　
　
大
正
1
2
年
1
月
創
日
生

（
任
期
4
年
）
　
　
住
所
　
遠
賀
町
大
字
広
渡
1
2
5
3

大
　
貴
　
忠
　
男

田
　
代
　
勝
　
次

略
　
歴

同
和
2
1
年
麻
生
鉱
業
株
式
会
社
入
社

・
同
曲
年
麻
生
商
事
㈱
取
締
役
・
同

5
0
年
麻
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
常

務
取
締
役

昭
和
0
0
年
町
行
政
改
革
推
進
委
員
・

同
館
年
人
権
擁
護
委
員

大
正
調
年
1
0
月
1
6
日
生

住
所
　
水
巻
町
大
字
猪
熊
8
8
6

略
　
歴

昭
和
4
7
年
岡
垣
町
立
青
木
小
学
校
長

・
国
幹
年
県
教
育
セ
ン
タ
ー
経
営
研

究
室
長
・
固
執
年
県
教
育
庁
築
上
出

張
所
長
・
同
5
0
年
県
教
育
庁
京
葉
教

育
事
務
所
長

昭
和
飢
年
町
教
育
委
員
会
委
員
（
教

育長）

＼
が
ら
通
学
し
ま
す
。

勤
労
学
生
と
し
て
家
事
、
育
児
に
煩

わ
さ
れ
な
い
意
欲
の
あ
る
人
も
進
ん
で

応
募
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
申
開
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

舘

（

2

0

1

）

3

4

6

3

ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
と
い

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い
」
を
行
い

ま
す
。
か
げ
絵
や
大
き
な
紙
し
ぼ
い
、

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち
も
さ
そ
っ
て

み
ん
な
で
見
に
来
て
ね
。

●
い
　
つ
　
1
2
月
3
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら
3
時
ま
で

●
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館
和
室

母
と
子
の
読
替
グ
ル
ー
プ
「
青
い
麦
」

地
域
福
祉
論
文
募
集

●
テ
ー
マ
・
私
た
ち
の
地
域
福
祉
実
践

を
見
直
す

・
福
祉
コ
さ
、
ユ
ニ
ア
ィ
づ
く

り
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割

●
応
真
資
格
　
県
内
の
一
般
成
人

●
枚
　
数
∴
細
字
話
原
稿
用
紙
8
枚
～

1
0
枚
詫
度

●
締
め
切
り
　
1
2
月
蝕
日
（
土
）

●
ほ
う
賞
　
筒
状
お
よ
び
賞
金

・
特
選
　
m
万
円

・
入
選
　
5
万
円

・
佳
作
　
2
万
円

●
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

（
財
）
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金

論
文
募
集
係
へ

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
千
代
l
丁
目
2

番
2
号
　
福
岡
県
東
公
園
会
館
内

西

0

9

2

（

6

5

1

）

0

2

9

4

消
防
設
備
士
講
習
会

消
防
設
備
士
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
も
れ
な
く
受
講
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日
　
昭
和
餌
年
1
月
鮪
日
・
独

白
（
第
1
種
）
鰐
口
・
飾
日
（
第

3
種
）
沈
日
（
第
5
謡
）

●
場
　
所
　
北
九
州
市
勤
労
者
会
館

八
幡
東
区
中
央
2
丁
目

●
申
込
受
付
　
1
2
月
1
5
日
・
1
6
日
の
2

日
間
、
北
九
州
市
消
防
局
（
小
倉

北
区
域
内
1
－
1
）
で
受
け
付
け

●
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
へ

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

1
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●　　　●　　　●　●　●　●

料　　梅　　内楊時期
参

金　　品　　容訪問　日

無印母妊産後1312
料鑑子細前場時月

手体達保30　5
帳操後健分　日
受　　の室I　（
領　　過　15月
の　　ご∴∴i時）
方　　し　　30
は　　方　　分

…　…　◎
料措　　内対娼時期

参
金品　　容急所同　日

…　●　◎
内対場時期

容急所同　日

●　　　　　　●　●

内　　　　対堪

害∴∴∴∴急所

福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷牢固印刷合資会社（4）発行所

1
2
月
1
3
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

あ
な
た
の
気
持
ち
を
行
動
に

十
二
月
九
日
は
「
障
害
者
の
日
」

目
や
耳
や
手
足
の
不
自
由
な
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、
わ
た
し
た

ち
は
ご
く
自
然
に
「
手
を
貸
し
て
あ
げ
た
い
な
」
と
い
う
気
詩
ち
を
抱
く
も
の
で

す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
、
ふ
だ
ん
障
害
を
持
つ
人
と
接
す
る
機
会
の
少
な
い
人

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
助
け
を
買
っ
て
出
て
、
か
え
っ
て
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
ら
　
－
　
そ
ん
な

不
安
が
脳
裂
を
か
す
め
、
つ
い
知
ら
ん
薫
り
を
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
た

●
期
　
日

●
時
　
間

●
結
審
晶

●
料
　
金

1
2
月
6
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

●
持
参
品

●
料
　
金

1
2
月
1
5
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

1
歳
6
カ
月
～
1
歳
8
カ

月
児
（
昭
和
6
2
年
4
月
～

6
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料

や
め
よ
う
フ
グ
の
素
人
調
理

ま
た
今
年
も
、
フ
グ
の
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

昨
年
は
、
全
国
で
フ
グ
に
よ
る
中
毒

事
故
が
一
二
十
五
件
起
こ
り
、
患
者
五
十

二
人
の
う
ち
四
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
す
べ
て
が
家
庭
で
の
素
人
調

理
が
原
因
で
し
た
。
福
岡
県
内
で
も
、

二
件
の
事
故
が
発
生
し
二
人
の
患
者
の

う
ち
一
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
シ
ー
．
ス

ン
中
に
限
ら
ず
年
間
を
通
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
毒
革
故
を
防
ぐ
に

は
、
フ
グ
処
理
師
の
い
る
魚
屋
の
調
理

品
を
購
入
す
る
こ
と
で
す
。
素
人
調
理

は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
食
品
衛
生
協
会

め
に
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
障
害
を
持
つ
人
へ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

目
の
不
自
由
な
人
へ
の

エ
チ
ケ
　
ッ
　
ト

①
　
あ
い
さ
つ
は
、
目
の
見
え
る
人
か

ら
先
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
次
に
握

手
を
し
て
く
だ
さ
い
。
相
手
は
あ
な
た

の
手
か
ら
体
格
な
ど
を
判
断
し
、
親
し

み
を
感
じ
て
く
れ
ま
す
。

②
　
案
内
す
る
と
き
は
、
白
い
杖
の
反

対
側
に
立
っ
て
腕
を
貸
し
ま
す
。
目
の

不
自
由
は
人
の
半
歩
前
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

は
、
上
が
る
か
下
が
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
説
明
し
ま
す
。

③
　
お
茶
や
食
事
は
、
何
が
ど
の
位
置

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
物
の
位
置
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
ろ
に
は
、
時
計
の
針
の
位
置
に
た
と

え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

手
足
の
不
自
由
な
人
へ
の

エ
チ
　
ケ
　
ッ
　
ト

①
　
乗
り
物
な
ど
で
足
の
不
自
由
な
人

を
見
か
け
た
ら
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
で

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
て
お
く
ま

な
く
て
も
席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

③
　
階
段
で
車
い
す
の
上
り
下
り
を
手

伝
う
と
き
は
、
二
、
三
人
か
か
り
で
、

呼
吸
を
合
わ
せ
て
静
か
に
持
ち
上
げ
ま

す
。
車
い
す
の
人
が
落
ち
な
い
よ
う
に

上
る
と
き
は
前
向
き
、
下
る
と
き
は
後

ろ
向
き
に
し
ま
す
。

耳
の
不
自
由
な
人
へ
の

エ
チ
　
ケ
　
ッ
　
ト

①
　
耳
の
不
自
由
な
人
と
会
話
を
す
る

と
き
は
、
手
の
ひ
ら
や
紙
に
文
字
を
書

い
て
読
み
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
多
少
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
正
確
で
す
。

④
　
耳
の
不
自
由
な
人
が
一
番
困
る
の

は
、
急
用
の
と
き
に
短
詩
が
使
え
な
い

こ
と
で
す
。
砥
話
を
か
け
る
の
を
頼
ま

れ
た
と
き
は
、
心
よ
く
引
き
受
け
ま
し

ょ
う
。


